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日
本
研
究
者
は
政
治
環
境
の
変
化
に
よ
り

５
つ
の
世
代
に
区
分
さ
れ
る

日
本
政
治
の
優
れ
た
研
究
者
、
Ｇ
・
カ
ー

テ
ィ
ス
氏
が
２
０
０
８
年
に
刊
行
し
た
『
政

治
と
秋
刀
魚
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
）
を
お
も
し
ろ

く
読
ん
だ
。「
日
本
の
こ
と
は
日
本
人
し
か

わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
、
時
と
し
て
日
本

人
が
抱
き
が
ち
な
僭
越
な
る
思
い
込
み
を
く

つ
が
え
す
、
鋭
い
洞
察
が
随
所
に
散
り
ば
め

ら
れ
た
日
本
研
究
者
の
半
生
記
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
日
本
学
」「
日
本
研
究
」
と

い
う
学
問
分
野
は
成
立
す
る
の
か
、「
外
国

学
」
と
し
て
の
日
本
研
究
は
可
能
な
の
か
と

い
う
問
い
に
対
し
て
、
カ
ー
テ
ィ
ス
氏
の
本

は
肯
定
的
な
答
え
を
示
唆
し
て
い
る
点
に
共

感
を
覚
え
た
。
か
つ
て
福
澤
諭
吉
が
、「
日

本
人
が
西
洋
の
文
明
の
進
歩
を
西
洋
人
自
身

よ
り
的
確
に
把
握
で
き
る
の
は
、
そ
れ
を
外

部
か
ら
相
対
化
し
て
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
だ
」（『
文
明
論
之
概
略
』）
と
述
べ
た

こ
と
が
想
い
出
さ
れ
る
。

カ
ー
テ
ィ
ス
氏
も
同
著
で
触
れ
て
い
る
が
、

一
般
に
こ
れ
ま
で
日
本
研
究
者
は
、
戦
争
や

占
領
と
い
っ
た
政
治
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て

次
の
よ
う
に
世
代
区
分
さ
れ
て
き
た
。
第
１

世
代
は
、
戦
前
ハ
ー
バ
ー
ド
や
オ
ラ
ン
ダ
の

大
学
で
博
士
号
を
取
っ
た
い
わ
ゆ
る
ジ
ャ
パ

ノ
ロ
ジ
ス
ト
。
宣
教
師
の
子
弟
と
し
て
の
滞

日
経
験
が
あ
る
Ｅ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
、
Ｈ
・

ボ
ー
ト
ン
な
ど
は
そ
の
代
表
格
で
あ
ろ
う
。

第
２
世
代
は
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、

陸
海
軍
の
日
本
語
学
校
で
学
び
、
占
領
時
代

に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
で
働
き
、
そ
の
後
日
本
研
究
者
へ

と
転
進
し
た
Ｄ
・
キ
ー
ン
、
Ｅ
・
サ
イ
デ
ン

ス
テ
ッ
カ
ー
、
Ｈ
・
パ
ッ
シ
ン
な
ど
の
学
者

で
あ
る
。
彼
ら
は
日
本
の
戦
後
改
革
の
定
着

に
関
心
を
持
ち
、
日
本
の
「
近
代
化
」
の
問

題
、
日
本
文
学
、
あ
る
い
は
地
域
研
究
と
し

て
の
日
本
研
究
に
も
強
い
関
心
を
示
し
た
。

いのきたけのり●マサチュー
セッツ工科大学大学院にて博
士号取得。大阪大学教授、経
済学部長等を経て、国際日本
文化研究センター教授。
2008年4月より現職。著書
に『経済思想』『自由と秩序─
競争社会の二つの顔』『文芸
にあらわれた日本の近代─社
会科学と文学のあいだ』など。
02年に紫綬褒章受章

国際日本文化研究センターの外国人研究員たち。京都御所にて、2008年
写真提供：筆者

正
確
で
安
定
し
た

日
本
理
解
を
生
む

「
学
術
外
交
」の

重
要
性

木
武
徳

い
の

き

た
け
の
り

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

猪猪
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続
く
Ｇ
・
カ
ー
テ
ィ
ス
、
Ｊ
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
、

Ｔ
・
Ｊ
・
ペ
ン
ペ
ル
な
ど
の
第
３
世
代
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
日
本
研
究
に
入
っ
た

グ
ル
ー
プ
で
、
一
言
で
言
え
ば
好
奇
心
か
ら
、

あ
る
い
は
「
た
ま
た
ま
日
本
を
旅
行
し
て
関

心
を
持
っ
た
か
ら
」「
日
本
専
門
家
育
成
の

奨
学
資
金
を
も
ら
っ
た
か
ら
」
日
本
研
究
の

道
へ
進
む
こ
と
に
な
っ
た
人
が
目
立
つ
。

そ
の
後
の
第
４
世
代
、
第
５
世
代
に
は
、

日
本
を
よ
り
懐
疑
的
な
目
で
見
、
批
判
的
な

言
説
で
注
目
を
集
め
た
研
究
者
た
ち
が
多
い
。

い
わ
ゆ
る
「
リ
ビ
ジ
ョ
ニ
ス
ト
（
日
本
見
直

し
論
者
、
も
し
く
は
日
本
異
質
論
者
）」
と
よ

ば
れ
た
人
々
も
こ
の
世
代
に
属
す
る
。

学
問
分
野
の
専
門
化
・
細
分
化
が
進
み

特
定
テ
ー
マ
の
共
同
研
究
が
ふ
え
た

確
か
に
、
日
本
研
究
に
入
っ
た
「
動
機
」

や
「
契
機
」
か
ら
見
て
い
く
と
、
世
代
区
分

も
意
味
を
持
つ
。
し
か
し
さ
ら
に
重
要
な
の

は
、
海
外
の
日
本
研
究
者
た
ち
の
日
本
研
究

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
見
た
段
階
的
な
変
化

の
把
握
で
あ
ろ
う
。
日
本
研
究
は
、
20
世
紀

の
後
半
だ
け
を
見
て
も
現
在
に
至
る
ま
で
に

少
な
く
と
も
３
つ
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

ひ
と
つ
は
先
の
分
類
に
よ
る
と
第
１
世
代

の
研
究
者
た
ち
の
日
本
研
究
へ
の
姿
勢
で
、

ひ
と
つ
の
分
野
（discipline

）
の
決
ま
っ
た

メ
ソ
ッ
ド
に
固
執
せ
ず
、
主
に
文
献
学
的
に

日
本
と
は
一
体
ど
う
い
う
国
な
の
か
、
ど
う

い
う
特
殊
性
が
あ
る
の
か
、
そ
の
特
殊
性
を

ど
う
普
遍
的
・
学
術
的
に
表
現
す
る
の
か
と

い
っ
た
視
点
か
ら
、
日
本
を
サ
ム
シ
ン
グ
・

フ
ォ
ー
リ
ン
な
研
究
対
象
と
し
て
リ
サ
ー
チ

し
た
世
代
で
あ
る
。

こ
の
時
代
の
研
究
者
に
は
日
本
語
・
日
本

研
究
に
限
定
さ
れ
な
い
幅
広
い
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
受
け
た
人
が
多
か
っ
た
。
語
学
の
習
得

に
は
、
読
む
、
書
く
、
話
す
、
聴
く
な
ど
い
く

つ
か
の
側
面
が
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
っ

と
も
重
要
で
、
知
性
の
確
か
な
尺
度
に
な
り

う
る
の
は
読
解
力
で
あ
ろ
う
。
こ
の
世
代
の

研
究
者
は
た
い
て
い
、
日
本
語
だ
け
で
な
く
、

朝
鮮
語
も
中
国
語
も
読
む
こ
と
が
で
き
た
。

歴
史
に
関
し
て
も
、
中
国
大
陸
の
歴
史
、
朝
鮮

半
島
の
歴
史
も
勉
強
し
た
う
え
で
、
日
本
研

究
に
焦
点
を
当
て
て
い
た
。加
え
て
、こ
れ
ら

の
研
究
者
に
は
豊
か
な
資
産
（independent

m
eans

）を
持
っ
た
人
が
多
か
っ
た
と
も
言
わ

れ
る
。
学
界
で
の
競
争
に
勝
っ
て
よ
い
ポ
ス

ト
を
得
る
た
め
に
短
い
論
文
を
量
産
す
る
と

い
う
タ
イ
プ
の
人
は
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

２
番
目
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
い
わ
ゆ
る
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
言
わ
れ
て
い

る
研
究
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。「
日
本
を
対
象

と
し
て
い
る
」
と
い
う
点
で
の
共
通
項
は
あ

る
が
、
大
学
の
学
問
全
体
の
専
門
化
や
細
分

化
に
伴
い
、
日
本
研
究
も
は
っ
き
り
分
野
が

分
か
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
経
済

な
ら
ば
日
本
経
済
の
研
究
を
専
門
に
す
る
。

そ
し
て
、
日
本
経
済
の
研
究
に
は
経
済
学
の

メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
に
従
う
。
日
本
語
に
関
し
て

も
、
難
し
い
歴
史
資
料
や
文
献
を
読
み
こ
な

す
と
い
う
タ
イ
プ
の
研
究
に
は
入
り
込
ま
な

い
。
歴
史
で
も
同
様
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
な
か
に
は
包
括
的
な
視
点
か

ら
広
く
深
く
日
本
に
入
れ
込
む
突
出
し
た
研

究
者
も
い
た
が
、
概
し
て
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
は
、
社
会
科
学
の
分
野
で
は

特
に
ひ
と
つ
のdiscipline

の
メ
ソ
ッ
ド
で

日
本
を
研
究
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
研
究

が
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
３
段
階
は
、
こ
の
20
年
ぐ
ら
い
盛
ん
に

な
っ
た
も
の
だ
が
、
例
え
ば
、
社
会
保
障
制

度
と
か
中
等
教
育
の
シ
ス
テ
ム
と
か
、
限
定

さ
れ
た
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
日
本
を
ア
メ
リ

カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
と
の
比
較
の
視
点

か
ら
分
析
す
る
。
そ
し
て
そ
の
際
、
日
本
人

学
者
と
の
共
同
研
究
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
進

め
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
場
合
、
日
本
語
は

格
別
堪
能
で
な
く
て
も
よ
い
。
研
究
者
と
し

て
特
定
分
野
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
十
分
受
け

て
い
れ
ば
良
質
の
研
究
は
で
き
る
。
日
本
人

日本研究の第１世代である
エドウィン・ライシャワーは、
1961年4月から66年7月ま
で駐日アメリカ特命全権大
使を務めた。写真は離日を
目前に控え、ハル夫人と大
使館で 写真提供：時事通信社

bunshin
長方形
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の
共
同
研
究
者
が
い
て
、
お
互
い
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
社
会
の
一
断
面
に
つ
い
て
突
っ
込
ん

だ
研
究
を
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国

の
情
報
を
適
切
に
交
換
し
合
っ
て
比
較
研
究

を
す
る
と
い
う
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
の
共
同
作

業
が
目
立
ち
始
め
る
。

以
上
の
よ
う
な
段
階
の
変
移
は
、
お
よ
そ

大
学
の
学
問
全
体
が
細
分
化
さ
れ
、
ま
す
ま

す
専
門
化
が
進
ん
で
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

当
然
の
帰
結
だ
と
い
え
な
く
も
な
い
。
し
か

し
よ
く
観
察
す
る
と
、
学
問
の
分
野
別
の

「
軽
重
」
が
問
題
と
な
り
、
大
学
内
で
の
人

件
費
と
予
算
の
分
捕
り
合
戦
が
激
し
く
な
る

よ
う
な
局
面
で
は
、
先
に
見
た
第
１
段
階
と

第
２
段
階
の
「
日
本
研
究
」
は
、
か
な
り
つ

ら
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
、
そ
の
存
在
自
体

が
危
機
に
曝
さ
れ
か
ね
な
い
。
第
３
段
階
の

日
本
研
究
が
、
何
と
か
日
本
研
究
が
ひ
と
つ

の
分
野
と
し
て
の
評
価
を
受
け
う
る
形
と
な

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
「
査
読
制
度
」
の
あ

る
学
術
誌
に
掲
載
さ
れ
て
初
め
て
、「
研
究

者
の
業
績
」
と
し
て
評
価
さ
れ
る
と
い
う
よ

う
な
、
学
問
の
世
界
全
体
が
自
然
科
学
・
工

学
的
な
評
価
制
度
の
波
に
世
界
的
に
シ
フ
ト

し
て
き
た
と
い
う
背
景
が
あ
る
か
ら
だ
。

日
文
研
で
も
所
属
す
る
外
国
人
研
究
員
の

研
究
テ
ー
マ
の
多
様
化
は
著
し
い

こ
う
し
た
日
本
研
究
の
近
年
の
変
化
に
関

連
し
て
、
筆
者
の
勤
務
す
る
国
際
日
本
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
日
文
研
）
を
訪
れ

る
「
外
国
人
研
究
員
」
の
過
去
20
年
の
デ
ー

タ
で
日
本
研
究
の
特
質
の
変
化
を
追
認
し
て

み
よ
う
。
日
文
研
で
は
、
毎
年
約
15
人
の
外

国
人
研
究
員
を
１
年
間
受
け
入
れ
て
い
る
。

1940年～
戦後の日本研究の始まり
●ハーバード・ノーマン『日本における近代国家の成立』
1940年（1947年）

●ジョセフ・グルー『滞日十年』1944年（1948年）
●ルース・ベネディクト『菊と刀』1946年（1948年）
●オイゲン・ヘリゲル『弓と禅』1948年（1959年）
●ジョージ・Ｂ・サンソム『西欧世界と日本』1950年（1966年）
●ドナルド・キーン『日本人の西洋発見』1952年（1957年）
●アール・マイナー『西洋文学の日本発見』1958年（1959年）
●ロナルド・ドーア『都市の日本人』1958年（1962年）
●マリアス・ジャンセン『坂本龍馬と明治維新』1961年
（1965年）
●ハーバート・パッシン『日本近代化と教育』（1969年）
●ジェラルド・カーティス『代議士の誕生』1969年（1971年）

1970年～
経済大国・日本への考察
●ロラン・バルト『表徴の帝国』（『記号の国』）1970年（1974年）
●ズビグネフ・ブレジンスキー『ひよわな花・日本　日本大
国論批判』1972年（同）

●カーメン・ブラッカー『あずさ弓』1975年（1979年）
●ドナルド・キーン『日本文学史　近世編／近代現代編』
1976～1993年（1976～1992年）

●ロナルド・ドーア『学歴社会　新しい文明病』1976年
（1978年）
●エドウィン・ライシャワー『ザ・ジャパニーズ』1977年（1979年）
●ロバート・ホワイティング『菊とバット』1977年（同）
●ジョン・キャンベル『予算ぶんどり　日本型予算政治の
研究』1977年（1984年）

●Ｔ・Ｊ・ペンペル『日本の高等教育政策決定のメカニズム』
1978年（2004年）

●エズラ・ヴォーゲル『ジャパン・アズ・ナンバーワン』
1979年（同）

●ジョン・ダワー『吉田茂とその時代』1979年（1981年）
●レオカディオ・デアシス『南方特別留学生　トウキョウ
日記』1979年（1982年）

●チャーマーズ・ジョンソン『通産省と日本の奇跡』1982年（同）
●李御寧『「縮み」志向の日本人』（1982年）
●エドワード・サイデンステッカー『東京　下町山の手
1867-1923』1983年（1986年）

●モーリス・パンゲ『自死の日本史』1984年（1986年）
●クライド・プレストウィッツ『日米逆転』1988年（同）
●ケント・カルダー『自民党長期政権の研究』1988年（1989年）
●ジェームズ・ファローズ『日本封じ込め』1989年（同）
●カレル・ヴァン・ウォルフレン『日本／権力構造の謎』
1989年（1990年）

●ビル・エモット『日はまた沈む』1989年（1990年）

1990年～
記憶の検証とサブカルチャーの発見
●厳安生『日本留学精神史』（1991年）
●アンドルー・ゴードン編『歴史としての戦後日本』1993年
（2001年）
●フランク・ギブニー『太平洋の世紀』1992年（1993年）
●ローラ・タイソン『誰が誰を叩いているのか』1992年
（1993年）
●アレックス・カー『美しき日本の残像』1996年（1993年）
●タイモン・スクリーチ『大江戸異人往来』（1995年）
●ケント・カルダー『アジア危機の構図』1996年（同）
●ジョン・ダワー『敗北を抱きしめて』1999年（2001年）
●スーザン・ネイピア『現代日本のアニメ』2001年（2002年）
●ドナルド・キーン『明治天皇』2002年（2001年）
●ベン＝アミー・シロニー『母なる天皇』2005年（2003年）
●テオドル・ベスター『築地』2004年（2007年）
●マイク・モラスキー『戦後日本のジャズ文化：映画・文
学・アングラ』（2005年）

●スティーヴン・ヴォーゲル『新・日本の時代：結実した
穏やかな経済革命』2006年（同）

●ローランド・ケルツ『ジャパナメリカ：日本発ポップカ
ルチャー革命』2006年（2007年）

●ジェラルド・カーティス『政治と秋刀魚』（2008年）

話題になった主な日本研究、日本論
年代は原著の出版年、（ ）内は日本語訳の出版年

（編集部作成）
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筆
者
が
関
わ
っ
た
最
近
の
６
年
の
応
募
と
選

考
の
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
申
請
者
に
対

し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
研
究
者
は
大
体
４
人

か
５
人
に
１
人
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
競
争

的
で
あ
る
。
日
文
研
は
創
設
20
周
年
を
昨
年

迎
え
た
が
、
こ
の
20
年
間
で
こ
う
し
た
外
国

人
研
究
者
を
合
計
約
３
０
０
人
を
受
け
入
れ

て
き
た
。
こ
れ
ら
の
外
国
人
研
究
者
の
国
籍

や
研
究
分
野
を
調
べ
る
と
、
あ
ら
か
た
次
の

よ
う
な
特
徴
が
読
み
取
れ
る
。

ま
ず
、
研
究
者
の
出
身
国
・
地
域
が
か
な

り
広
が
っ
て
き
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
各

国
の
日
本
研
究
者
が
１
人
、
２
人
と
い
う
状

態
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
「
層
」
を
成
す
よ

う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

一
番
多
い
中
国
、
そ
し
て
米
国
、
韓
国
の
３

国
の
合
計
が
全
体
の
約
半
数
を
占
め
、
１
５

０
人
近
い
。
次
い
で
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、

ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
続
く
。

90
年
以
降
、
旧
ソ
ビ
エ
ト
・
東
欧
の
体
制

変
換
に
伴
い
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
チ
ェ
コ
、
ス

ロ
バ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

リ
ト
ア
ニ
ア
な
ど
か
ら
の
研
究
者
の
滞
在
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
過

去
10
年
に
絞
る
と
、
タ
イ
、
台
湾
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
、
ア
ジ
ア
の
国
々
か

ら
の
日
本
研
究
者
の
来
訪
も
目
立
つ
。
20
年

ほ
ど
前
は
、
欧
米
中
心
で
あ
っ
た
日
本
研
究

が
、
地
域
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

日
文
研
を
訪
れ
た
外
国
人
研
究
者
た
ち
の

専
門
や
研
究
テ
ー
マ
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化

が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
最
初
の
10
年
間

は
、
歴
史
、
文
学
、
思
想
と
い
っ
た
人
文
学

の
「
本
流
」
を
行
く
研
究
者
が
多
か
っ
た
が
、

次
第
に
、
民
俗
学
、
考
古
学
、
社
会
経
済

史
、
美
術
史
、
音
楽
史
と
研
究
分
野
の
裾
野

は
広
が
り
、
最
近
は
、
社
会
心
理
学
、
シ
ス

テ
ム
工
学
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
映
像
、
食
文
化

の
研
究
、
伝
統
工
芸
、
演
劇
学
、
日
本
の
ジ

ャ
ズ
喫
茶
の
研
究
な
ど
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
分

野
も
含
め
、
研
究
対
象
、
研
究
テ
ー
マ
の
多

様
化
に
は
目
を
瞠み

は

る
も
の
が
あ
る
。

こ
う
し
た
研
究
テ
ー
マ
の
多
様
化
は
、
そ

の
ま
ま
世
界
の
学
問
研
究
の
多
様
化
を
反
映

し
て
い
る
。
し
か
し
、「
新
規
分
野
」
の
全

体
に
占
め
る
比
率
は
、
日
本
研
究
の
場
合
、

他
の
学
問
分
野
全
体
の
相
場
よ
り
高
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
日
本
研

究
の
場
合
、
伝
統
的
な
「
中
核
部
分
」
に
対

し
て
「
新
規
分
野
」
の
研
究
の
拡
大
に
は
目

覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

欧
米
で
は
日
本
研
究
を
東
ア
ジ
ア
研
究
へ

再
編
す
る
動
き
が
進
ん
で
い
る

「
日
本
」
が
学
問
の
対
象
と
な
り
う
る
た
め

に
は
、
単
な
る
「
日
本
特
殊
論
」
を
超
克
し
、

客
観
的
な
観
察
に
よ
り
普
遍
的
な
概
念
を
掘

り
起
こ
し
、
そ
れ
を
分
析
的
に
記
述
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
を
対
象
と
し
た
い
く

つ
か
の
優
れ
た
研
究
が
、
非
日
本
人
の
手
に

よ
っ
て
過
去
多
く
生
み
出
さ
れ
て
き
た
こ
と

は
、
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
「
日
本

研
究
」
成
立
の
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
日
本
研
究
の
研
究
環
境
に
も
、

近
年
顕
著
な
変
化
が
進
行
し
て
い
る
。
そ
の

変
化
を
、
最
近
筆
者
が
知
っ
た
い
く
つ
か
の

具
体
的
な
事
例
か
ら
紹
介
し
て
お
こ
う
。

ひ
と
つ
は
数
年
前
、
ア
メ
リ
カ
東
部
の
有

名
大
学
で
起
こ
っ
た
出
来
事
で
あ
る
。
周
知

目黒の能楽堂で狂言『千鳥』の
太郎冠者を演じるドナルド・
キーン（1956年）。同氏は文学
だけではなく、能、狂言、文楽、
歌舞伎などの日本の伝統芸能
についても造詣が深く、その
魅力を世界に広く紹介した

撮影：田沼武能
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長方形



の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
日
本
研
究
に
は
い

く
つ
か
の
重
要
拠
点
が
あ
る
。
西
海
岸
は
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
お
よ
び

ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
校
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学

（
シ
ア
ト
ル
）
あ
る
い
は
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
な
ど
で
あ
る
が
、
伝
統
的
に
日
本
研
究
が

強
い
と
さ
れ
て
き
た
東
海
岸
の
あ
る
大
学
で
、

日
本
史
の
優
れ
た
学
者
が
テ
ニ
ュ
ア
（
終
身

在
職
権
）
を
拒
否
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
般
に
テ
ニ
ュ
ア
が
拒
否
さ
れ
て
か
ら
も
、

１
年
な
い
し
２
年
は
次
の
ジ
ョ
ブ
・
サ
ー
チ

の
た
め
に
在
職
で
き
る
。
彼
が
テ
ニ
ュ
ア
を

拒
否
さ
れ
た
と
い
う
の
で
、
学
生
や
キ
ャ
ン

パ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
テ
ニ
ュ
ア
拒
否
を

撤
回
さ
せ
る
た
め
の
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
学
長
は
、
件く

だ
んの

日
本
研
究
者

の
テ
ニ
ュ
ア
を
拒
否
し
た
理
由
を
こ
う
説
明

し
た
と
い
う
。「
彼
は
Ａ
プ
ラ
ス
・
ス
カ
ラ
ー

だ
、
し
か
し
、
Ｂ
マ
イ
ナ
ス
の
分
野
に
お
い

て
で
あ
る
」。
し
た
が
っ
て
、
大
学
全
体
の

レ
ベ
ル
で
の
人
事
決
定
と
し
て
は
テ
ニ
ュ
ア

を
出
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
。

日
本
研
究
者
が
テ
ニ
ュ
ア
を
取
れ
な
く
な

っ
た
場
合
、
あ
と
の
ポ
ス
ト
は
埋
め
な
い
か
、

あ
る
い
は
別
の
分
野
（
例
え
ば
中
国
研
究
）
の

研
究
者
で
埋
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一

般
に
こ
れ
ま
で
日
本
研
究
者
が
占
め
た
ポ
ス

ト
を
、
東
ア
ジ
ア
研
究
全
体
の
な
か
か
ら
選

考
し
埋
め
る
と
い
う
例
は
ま
れ
で
は
な
い
。

中
国
研
究
を
日
本
研
究
と
同
じ
人
事
枠
の
な

か
に
入
れ
、「
東
ア
ジ
ア
学
部
」「
東
ア
ジ
ア

研
究
所
」
と
い
う
形
で
再
編
す
る
と
い
う
改

革
は
多
く
の
大
学
で
起
き
て
い
る
の
だ
。

も
う
ひ
と
つ
の
例
は
、
ド
イ
ツ
・
ヘ
ッ
セ
ン

州
に
あ
る
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
大
学
の
日
本
研
究
所

（Japan
Zentrum

）で
あ
る
。
創
設
さ
れ
た

の
は
戦
後
の
こ
と
で
あ
り
、ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学

な
ど
に
比
べ
れ
ば
伝
統
は
浅
い
が
、
高
い
レ

ベ
ル
の
日
本
研
究
者
を
擁
す
る
研
究
所
で
あ

っ
た
。
こ
の
日
本
研
究
所
も
近
々
同
州
の
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
へ
移
管
さ
れ
る
と
い
う
。

07
年
春
、筆
者
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日
本
研
究

者
に
声
を
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
で
小
さ
な
コ
ン

フ
ェ
レ
ン
ス
を
計
画
し
た
。
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
大

学
に
以
前
２
度
ほ
ど
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
、
そ
こ
の
研
究
者
に
コ
ン
フ
ェ
レ
ン
ス

用
の
ペ
ー
パ
ー
を
用
意
し
て
く
れ
な
い
か
と

依
頼
し
た
と
こ
ろ
返
事
が
な
か
な
か
来
な
い
。

し
ば
ら
く
し
て
、
よ
う
や
く
フ
ァ
ク
ス
が

届
い
て
、
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
大
学
の
日
本
研
究

所
は
２
０
１
０
年
を
も
っ
て
閉
じ
る
こ
と
に

な
り
、
い
ま
そ
の
改
変
の
た
め
、
て
ん
や
わ

ん
や
だ
と
い
う
。
大
学
内
で
人
を
再
配
置
し

た
り
、
早
期
退
職
を
促
し
た
り
し
、
最
終
的

に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
の
日
本
研
究
所
に

移
管
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
日
本
研
究
所
の
物
理
的
な
空
間

と
資
金
は
、
新
た
に
創
設
さ
れ
る
中
東
研
究

所
が
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

こ
の
慌
た
だ
し
い
組
織
改
編
の
な
か
で
、
コ

ン
フ
ェ
レ
ン
ス
の
ペ
ー
パ
ー
を
も
の
す
る
時

間
は
な
い
と
い
う
返
事
が
届
い
た
の
で
あ
る
。

３
番
目
に
、
21
世
紀
の
問
題
は
「
中
国
問

題
」
だ
、
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
中
国
は
政

治
的
に
も
経
済
的
に
も
世
界
の
な
か
で
目
立

つ
存
在
に
な
っ
た
。
中
国
政
府
は
自
ら
の
予

算
で
、
04
年
以
来
、
世
界
の
２
０
０
余
り
の

大
学
に「
孔
子
学
院
」を
設
立
し
、
中
国
語
・

中
国
文
化
の
教
育
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の

方
式
を
、
最
近
は
、
外
国
の
高
校
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
ま
で
浸
透
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
「
学
校
や
大
学
の
な
か
に
入
り

込
む
」
文
化
政
策
は
、
そ
こ
で
教
え
ら
れ
る

講
義
に
特
定
の
政
治
的
な
影
響
力
を
及
ぼ
し

う
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批
判
が
出
始

め
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
若
い
学

生
を
大
学
で
中
国
研
究
へ
と
向
か
わ
せ
る
強

力
な
「
チ
ャ
ネ
ル
」
を
形
成
し
た
こ
と
は
事

実
で
あ
る
。
な
か
な
か
巧
み
な
文
化
政
策
だ

と
言
え
な
く
も
な
い
。

す
で
に
日
本
研
究
は
「
日
本
研
究
部
門
」

と
い
う
枠
組
み
で
は
な
く
、
東
ア
ジ
ア
研
究

の
な
か
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
多
く
の
海

外
の
大
学
は
中
東
問
題
と
か
中
国
、
あ
る
い
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は
イ
ン
ド
を
中
心
と
す
る

地
域
研
究
の
方
向
に
リ

ソ
ー
ス
を
シ
フ
ト
す
る
動

き
を
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
変
わ
り
身
の
早
い
現

実
的
判
断
で
も
っ
て
、
研

究
の
対
象
な
り
テ
ー
マ
を

変
更
し
、
研
究
所
自
体
の

組
織
替
え
を
ど
ん
ど
ん
進

め
て
し
ま
う
欧
米
の
実
情

を
知
る
と
、
日
本
研
究
も

大
変
な
時
期
に
入
っ
て

き
た
と
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。

自
国
を
正
確
に
理
解
し
て
く
れ
る
知
識
人
層
を

外
国
に
持
つ
こ
と
の
重
要
性

た
だ
、
日
本
研
究
の「
周
辺
部
分
」の
退
潮

は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
80
年
代
半

ば
か
ら
90
年
代
初
め
あ
た
り
に
は
、
日
本
研

究
に
異
様
と
言
え
る
ほ
ど
の
人
気
が
出
た
。
日

本
の
世
界
経
済
に
お
け
る
突
出
ぶ
り
が
大
き

く
影
響
し
た
の
で
あ
る
。
世
界
経
済
の
な
か

で
日
本
の
占
め
た
ウ
エ
ー
ト
が
大
き
か
っ
た

時
代
に
は
、
日
経
の
平
均
株
価
が
高
い
年
は
、

海
外
の
大
学
で
日
本
語
の
授
業
を
履
修
す
る

学
生
の
数
が
増
え
る
と
言
わ
れ
た
。
株
価
が

低
く
な
る
と
日
本
語
の
人
気
は
低
下
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
は
一
種
の
経
済
的

な
サ
イ
ク
ル
と
し
て
語
ら
れ
た
。

ま
た
、
漫
画
と
か
ア
ニ
メ
の
影
響
が
日
本

語
学
習
意
欲
を
刺
激
し
た
こ
と
は
、
多
く
の

現
場
の
日
本
語
の
先
生
が
指
摘
す
る
と
お
り

で
あ
る
。
欧
米
に
お
い
て
日
本
語
の
学
習
者

の
数
が
減
ら
な
い
最
大
の
原
因
は
、
実
に
漫

画
と
ア
ニ
メ
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
日
本
の
政
治
的
・
経
済
的
存
在
感
の

薄
さ
が
日
本
語
学
習
者
の
「
周
辺
部
分
」
の

退
潮
を
招
い
て
い
る
の
は
致
し
方
な
い
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
問
題
で
は
な
い

筆
者
は
考
え
て
い
る
。

む
し
ろ
問
題
は
、「
核
の
部
分
」、
例
え
ば

思
想
と
か
歴
史
、
文
学
、
あ
る
い
は
現
代
政

治
・
日
本
経
済
論
な
ど
人
文
学
・
社
会
科
学

を
中
心
と
し
た
日
本
研
究
に
、
長
期
に
わ
た

る
基
礎
的
な
投
資
を
す
る
よ
う
な
研
究
者
が

育
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
は
筆
者
が
在
職
す
る
研
究
所
の
存

在
意
義
と
も
関
係
し
て
く
る
こ
と
だ
が
、
基

本
的
に
「
外
国
学
」
は
学
術
外
交
と
い
う
性

格
を
免
れ
な
い
か
ら
だ
。

世
界
の
主
要
国
は
い
ず
こ
も
だ
い
た
い

「
文
化
外
交
」「
学
術
外
交
」
を
行
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、「
学
術
外
交
」
は
「
文
化
外

交
」
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
学
術
外
交
は
、

学
問
研
究
を
め
ぐ
る
競
争
と
協
力
に
お
け
る

ひ
と
つ
の
戦
略
で
あ
り
、
学
問
的
レ
ベ
ル
で
、

自
国
を
で
き
る
限
り
正
確
に
理
解
し
て
く
れ

る
知
識
人
層
を
外
国
に
持
つ
こ
と
が
き
わ
め

て
重
要
だ
と
い
う
認
識
に
基
づ
く
。

漫
画
と
か
ア
ニ
メ
で
日
本
が
好
き
に
な
る

こ
と
も
、
そ
れ
が
現
代
の
日
本
の
現
実
で
あ

る
か
ら
決
し
て
悪
く
は
な
い
。
し
か
し
、
あ

る
も
の
が
好
き
に
な
っ
て
も
、
好
き
に
な
っ

た
も
の
に
飽
き
る
と
人
は
そ
の
も
の
か
ら
も

離
れ
て
い
く
。
そ
れ
で
は
自
国
に
つ
い
て
の

「
安
定
的
な
」
理
解
者
を
持
っ
た
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。

ど
う
い
う
状
況
で
あ
っ
て
も
、
日
本
の
歴

史
・
思
想
・
文
学
、
そ
し
て
現
代
の
政
治
と

経
済
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
、
高
い
ス
コ
ラ

シ
ッ
プ
と
偏
り
の
な
い
判
断
力
で
日
本
研
究

を
行
な
う
人
た
ち
が
あ
る
程
度
の
数
は
主
要

国
に
存
在
し
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。
そ
の
数

が
ど
の
程
度
か
と
い
う
こ
と
は
、
国
際
社
会

の
な
か
で
日
本
が
い
か
に
平
和
共
存
す
る
よ

う
な
装
置
あ
る
い
は
環
境
を
整
え
ら
れ
る
か

と
い
う
問
題
と
関
係
し
て
く
る
。

文
化
、
芸
能
、
芸
術
な
ど
の
文
化
交
流
を

通
し
て
国
際
的
な
相
互
理
解
を
進
め
る
の
も

重
要
な
事
業
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
加
え

て
、
研
究
者
レ
ベ
ル
で
他
国
を
理
解
す
る
、

そ
し
て
あ
る
種
の
専
門
性
を
持
っ
て
日
本
を

ト
ー
タ
ル
に
理
解
す
る
人
た
ち
を
外
国
に
持

ち
う
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
が
、
こ
れ
か
ら
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の
日
本
が
諸
外
国
と
関
わ
る
際
、
大
変
重
要

な
要
素
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

よ
り
広
く
長
期
的
視
野
に
立
っ
た

学
術
の
助
成
や
交
流
の
支
援
を

海
外
の
主
要
国
は
た
い
て
い
、
そ
の
た
め

に
か
な
り
の
資
金
を
使
っ
て
長
期
に
わ
た
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
効
果
は
即

効
薬
の
よ
う
に
す
ぐ
現
れ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
そ
う
し
た
努
力
を
こ
れ
か
ら
意
識
的
に

強
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
際
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
は
、

や
は
り
人
文
学
と
社
会
科
学
で
あ
ろ
う
。
自

然
科
学
や
工
学
系
統
は
国
際
的
な
共
通
語
が

支
配
す
る
世
界
で
あ
る
。
自
国
で
物
理
学
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
学
術
研

究
に
専
念
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
で
す
で

に
共
通
理
解
が
成
立
し
て
い
る
世
界
に
身
を

置
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
共
通
語

が
少
な
い
世
界
で
理
解
者
を
持
つ
こ
と
の
ほ

う
が
、
社
会
あ
る
い
は
外
国
と
関
わ
る
場
合
、

重
要
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ほ
と

ん
ど
が
人
文
・
社
会
科
学
系
に
属
す
る
海
外

の
日
本
の
研
究
者
に
、
で
き
る
限
り
研
究
面

で
協
力
し
応
援
し
て
、
日
本
研
究
が
行
な
い

や
す
い
装
置
や
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
不
可

欠
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
同
時
に
、
こ
う
し
た
人
文
・
社
会

科
学
系
の
国
際
的
な
研
究
協
力
な
り
学
術
外

交
を
意
識
的
に
行
な
う
場
合
、「
日
本
に
直

接
関
係
す
る
」
と
い
う
点
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ

る
の
は
よ
く
な
い
。
例
え
ば
、
日
本
に
中
国

か
ら
、
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
留
学
生

が
来
て
日
中
関
係
の
研
究
を
し
て
修
士
を
取

っ
た
と
す
る
。
そ
の
研
究
者
が
あ
る
と
き
、

日
中
関
係
を
研
究
し
て
い
る
な
か
で
、
実
は

そ
の
２
国
間
だ
け
で
見
て
い
て
は
だ
め
だ
と

い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
て
、
日
米
関
係
が
日

中
関
係
と
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
か
と
い
う

こ
と
も
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
ア
メ
リ
カ
で
日
米
関
係
あ
る
い
は
米

中
関
係
に
関
す
る
資
料
を
使
っ
た
研
究
を
し

た
い
と
申
し
出
た
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ

ー
シ
ョ
ン
、文
科
省
、
あ
る
い
は
留
学
助
成
の

財
団
は
、
そ
う
し
た
外
国
人
研
究
者
の
希
望

を
受
け
入
れ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
許
容
す

る
ぐ
ら
い
の
度
量
の
広
さ
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、

い
い
研
究
者
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
中
国
人
学
生
が
ア
メ
リ
カ
で
日
米

関
係
を
研
究
す
る
、
あ
る
い
は
ア
メ
リ
カ
の

外
交
政
策
を
研
究
す
る
と
き
、
日
本
が
な
ぜ

そ
れ
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
不
審

に
思
い
、そ
の
研
究
を
助
成
す
る
よ
う
な
気
概

を
持
た
な
い
よ
う
で
は
、
や
は
り
日
本
研
究

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
枠
組
み
が
狭
き
に
過
ぎ
る
。

学
術
の
助
成
や
学
術
の
交
流
は
、
い
ま
述

べ
た
例
の
よ
う
に
２
国
間
だ
け
で
は
な
く
て

３
国
を
取
り
込
む
よ
う
な
広
い
視
野
か
ら
行

な
わ
な
け
れ
ば
共
感
も
得
ら
れ
な
い
し
、
長

期
的
に
見
た
学
術
的
な
成
果
も
豊
か
な
も
の

に
は
な
ら
な
い
。
人
文
学
や
社
会
科
学
を
ベ

ー
ス
に
し
た
日
本
研
究
の
現
状
を
見
る
と
、

や
は
り
政
府
あ
る
い
は
研
究
者
が
、
意
識
的

に
学
術
外
交
に
踏
み
出
し
、
国
際
的
な
学
術

交
流
の
た
め
の
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
日
本

に
対
す
る
外
国
か
ら
の
リ
ス
ペ
ク
ト
も
そ
れ

ほ
ど
高
ま
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

日
本
研
究
と
「
学
術
外
交
」
の
あ
り
方
を

現
代
の
ベ
ト
ナ
ム
に
見
る

い
さ
さ
か
暗
い
話
、
押
し
つ
け
が
ま
し
い

提
言
が
続
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
少
し
明
る

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
、
最
後
を
締
め
く
く
り
た

い
。
筆
者
は
08
年
11
月
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ

イ
大
学
で
開
か
れ
た
「
日
本
語
教
育
開
始
35

周
年
記
念
・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム：

日
本
語

教
育
を
踏
ま
え
た
日
本
研
究
へ
の
道
」
に
参

加
し
、「
日
本
研
究
に
お
け
る
日
本
語
教
育

の
意
味
・
社
会
科
学
を
中
心
に
」
と
題
す
る

報
告
を
行
な
っ
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日
文
研
の
白
幡

洋
三
郎
教
授
と
外
国
人
客
員
研
究
員
と
し
て

日
文
研
に
１
年
間
滞
在
し
た
チ
ャ
ン
・
テ
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ィ
・
チ
ュ
ン
・
ト
ア
ン
さ
ん
（
ハ
ノ
イ
大
学
日

本
学
部
副
学
部
長
）
が
中
心
と
な
り
、
現
地

で
講
義
を
し
て
い
た
小
松
和
彦
教
授
（
日
文

研
）
の
協
力
を
得
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
40
本
を
超
え
る
報
告
が
あ
っ
た
が
（
そ

の
中
心
は
日
本
語
教
育
に
関
す
る
分
析
で
あ
っ

た
が
、
い
わ
ゆ
る
日
本
研
究
の
論
文
も
３
分
の

１
ほ
ど
含
ま
れ
て
い
た
）、
い
ず
れ
も
、
こ
れ

か
ら
日
本
語
教
育
の
態
勢
を
充
実
さ
せ
な
が

ら
、
日
本
研
究
の
大
学
院
を
発
足
さ
せ
よ
う

と
す
る
熱
意
に
溢
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
35
周
年
」
と
い
う
数
字
を
逆
算
す
る
と
、

ベ
ト
ナ
ム
で
の
日
本
語
教
育
は
73
年
に
始
ま

っ
た
こ
と
に
な
る
。
73
年
は
パ
リ
協
定
が
締

結
さ
れ
、
米
軍
の
撤
退
が
決
ま
っ
た
年
で
あ

る
。
サ
イ
ゴ
ン
が
陥
落
す
る
の
は
75
年
４
月

30
日
で
あ
る
か
ら
、
ハ
ノ
イ
大
学
（
前
身
は

ハ
ノ
イ
師
範
大
学
）
の
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
で
は
ま

だ
戦
火
の
余
燼
が
く
す
ぶ
っ
て
い
る
と
き
で

あ
る
。
そ
う
し
た
情
勢
の
下
で
、
日
本
語
教

育
を
開
始
し
た
の
は
、
将
来
へ
の
見
通
し
と

判
断
力
と
し
て
も
頭
が
下
が
る
。
ハ
ノ
イ
国

家
大
学
や
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
も
日
本
研

究
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
る
の
で
、
ホ
ー
チ

ミ
ン
市
に
も
多
い
高
等
学
術
機
関
も
含
め
、

ベ
ト
ナ
ム
の
日
本
研
究
は
こ
れ
か
ら
ま
さ
に

激
し
い
競
争
の
勃
興
期
に
あ
る
と
い
っ
て
も

よ
か
ろ
う
。

現
在
、
経
済
発
展
の
最
中
に
あ
る
ベ
ト
ナ

ム
で
は
、
日
本
語
の
学
習
熱
が
大
変
高
く
、

日
本
語
能
力
試
験
受
験
者
と
合
格
者
数
は
飛

躍
的
な
増
加
を
見
て
い
る
（
07
年
度
の
受
験

者
数
は
１
万
人
を
超
し
、
合
格
者
数
は
約
４
０

０
０
人
、
合
格
率
は
全
「
級
」
を
平
均
す
る
と

35
％
で
あ
る
）。
こ
の
日
本
語
熱
が
若
い
ベ
ト

ナ
ム
学
生
の
経
済
的
な
投
資
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
日
本
語
教
育
が
日
本
研
究
の
基
盤
を

な
す
こ
と
を
考
え
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け

る
日
本
研
究
の
将
来
は
決
し
て
暗
く
な
い
。

実
際
、
今
年
の
10
月
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア

日
本
研
究
会
が
ハ
ノ
イ
の
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科

学
院
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
筆

者
も
参
加
す
る
予
定
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
友

邦
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う
な
将
来
性
を

秘
め
た
国
と
の
研
究
協
力
関
係
を
密
に
し
て

行
く
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た「
学
術
外
交
」
と

い
う
面
か
ら
も
、日
本
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重

要
な
方
向
づ
け
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。a
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